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報道資料�

2023年6⽉21⽇�

株式会社インターブランドジャパン�

�

インターブランドジャパン「顧客体験価値(CX)ランキング�TM�2023」�
「顧客体験価値」によるランキングTop50を発表�
�
• Top3は、第１位「帝国ホテル」、第２位「サイゼリヤ」、第３位「ファンケル」�
• ⽣協/コープ（6位）、⼤丸（18位）、東急ハンズ（36位）、肌ラボ（49位）の4ブランドが
新たにランクイン�

• 物価上昇やコロナの終焉で、顧客の体験価値の評価が厳格なものに変化し、全体的にスコア
が低下�

• リアルな顧客体験が⽐較的重視される多くのブランドが、50位圏外から再ランクイン�
�

インターブランドジャパンは、顧客体験価値（CX：Customer�Experience)のランキング™�2023を発表しま
した。本ランキングは、顧客視点でのすべての体験を通じたブランドの「顧客体験価値(CX)スコア®」を算
定・分析しており、本年度で5回⽬となります。商品やサービスの機能や性能などの機能的価値だけでな
く、そのブランドや企業に関わるすべての体験を通じて顧客が経験する、喜びや満⾜感などの情緒的価値ま
で含めた総合的な価値を数値化しています。�

これまでグローバルで⾏ってきた「顧客体験価値(CX)」の分析を通じて、顧客体験価値(CX)を⾼めるには
「Relevance/�私向けのものだと思える」「Ease/�私にとって意味がある」「Openness/�オープンで、正直
である」「Empathy/�私の⽴場で考えてくれる」「Emotional�Rewards/�いい気分にさせてくれる」の5つの
情緒的な要素（5�Emotional�Cues）を顧客に感じてもらうことが重要だということが明らかになっていま
す。「顧客体験価値（CX）ランキンキング™」は、顧客が求める体験価値の5つの要素を数値化し、顧客視
点でのすべての体験を通じたブランドの現在を可視化することを⽬的としています。�

�

顧客が求める体験価値の5つの要素（5�Emotional�Cues）�

RELEVANCE� �� 私向けのものだと思える� 商品に限らず、そのブランドのメッセージや企業の�
姿勢などが⾃分の考えや価値観と合っているか�

EASE�� 私にとって意味がある� たくさんの選択肢の中で、⾃分がそのブランドを�
選ぶ意味や価値を⽰してくれているか�

OPENNESS� オープンで、正直である� きれいごとではなく、顧客と真摯に向き合い、�
真に信頼できるブランドか�

�EMPATHY� 私の⽴場で考えてくれる� ⾃分を理解し、共感してくれているか�

EMOTIONAL�REWARDS� いい気分にさせてくれる� ⾃分のことを⼤切に扱い、気持ちよくさせてくれるか�

�

�
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顧客体験価値（CX）ランキング�TM�2023 概況�

CXランキングTOP20ブランドの顧客体験価値スコアは、いずれの指標も⼀様に低下(-8.4%)しました。昨年
夏以降の消費者物価指数の上昇やコロナ禍の終焉などにより、顧客の体験価値に対する評価が厳格なものに
変化したように⾒受けられます。�

2020年から2022年までのコロナ禍の顧客体験価値評価では、先が⾒通せない深刻な状況の中で、顧客の⽴
場に⽴った体験を提供してくれるブランドに対する評価が⾼く、また、そうしたブランドを応援する声も多
く確認されました。しかし、コロナ禍が終焉しつつある状況下の今回の評価では、⽇常が変化し、リアルな
ブランド接点や体験も多くなったことがランキングに反映される結果となりました。また、物価上昇の局⾯
において、ブランドへの評価のハードルが上がっていることも特徴となっています。�

⽣協/コープ（6位）、⼤丸（18位）、東急ハンズ（36位）、肌ラボ（49位）の4ブランドが新たにランクイ
ンする⼀⽅、タニタ（16位）、モスバーガー（30位）、ウエルシア薬局（32位)、イトーヨーカ堂（38
位）、ローソン（40位）、マックスバリュ（44位）、サンリオ（45位）、ユニクロ（47位）など、リアル
な顧客体験が⽐較的重視される多くのブランドが、50位圏外から再ランクインしたことも本年の特徴です。�

楽天トラベル（5位）がすべての項⽬でスコアが低下している⼀⽅で、JTB（28位）は、「私にとって意味
がある」「私の⽴場で考えてくれる」など4つの指標でプラスとなりました。また、回答者のうち40％は
「過去ユーザー」であることから、コロナ終焉後、対⾯サービスの価値への⾒直しが窺えます。�

また、ローソン（40位）は、すべての指標が⼤幅に向上し、現ユーザーの回答者割合が⾼く、コロナで閉塞
した気持ちを元気にしてくれた「プチ贅沢」なスイーツなど、「わくわく感」や「楽しさ」といった情緒的
価値が評価され、顧客へクーポンやポイントの活⽤を上⼿く促し「お得感」を提供していることも評価に繋
がっています。�

今回、CXスコアが上昇したブランドは「私向けのものだと思える」「私にとって意味がある」が⾼評価と
なりました。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

※詳しくは報告書「顧客体験価値ランキング™のご紹介」を下記リンクからダウンロードしてご覧ください。�
https://www.interbrandjapan.com/ja/cxmanagement/index/�

https://www.interbrandjapan.com/ja/cxmanagement/index/
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顧客体験価値（CX）ランキング TM�2023�(1 位〜50 位)�
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※2023年は35⼈以上から想起されたブランドを対象にランキング�(2023年は10,317⼈中35⼈以上、2022年は10,327⼈中35⼈以上)�

CX�ランキング：https://www.interbrandjapan.com/ja/cx/cx_2023_ranking/�

2023 2022 2023 2022 前年⽐ 2023 2022 2023 2022 前年⽐

1 14 帝国ホテル 6.53 6.38 0.15 26 31 セリア 5.15 5.63 -0.48

2 13 サイゼリヤ 6.42 6.39 0.03 27 37 髙島屋 5.11 5.08 0.03

3 36 ファンケル 6.37 5.14 1.23 28 38 JTB 5.11 5.06 0.05

4 1 丸⻲製麺 6.36 7.34 -0.98 29 35 Nintendo�Switch 5.06 5.34 -0.28

5 10 楽天トラベル 6.34 6.48 -0.14 30 - モスバーガー 4.91 - -

6 - ⽣協∕コープ 6.31 - - 31 11 無印良品 4.85 6.47 -1.62

7 20 ⽇清⾷品 6.30 5.99 0.31 32 - ウェルシア薬局 4.62 - -

8 5 味の素 6.17 6.67 -0.50 33 15 ニトリ 4.52 6.38 -1.86

9 2 星野リゾート 6.17 7.14 -0.97 34 23 パナソニック 4.43 5.83 -1.40

10 3 ANA 6.09 6.96 -0.87 35 25 資⽣堂 4.37 5.74 -1.37

11 26 ⼩林製薬 6.04 5.72 0.32 36 - 東急ハンズ 4.36 - -

12 17 サントリー 5.83 6.19 -0.36 37 39 トヨタ 4.28 5.01 -0.73

13 16 任天堂 5.80 6.26 -0.46 38 - イトーヨーカ堂 4.25 - -

14 24 ディズニーランド 5.62 5.78 -0.16 39 43 ヤマト運輸 4.23 4.73 -0.50

15 9 花王 5.55 6.52 -0.97 40 - ローソン 4.20 - -

16 - タニタ 5.53 - - 41 6 ディズニー 4.15 6.61 -2.46

17 28 イオン∕イオンモール 5.49 5.65 -0.16 42 42 楽天 4.06 4.78 -0.72

18 - ⼤丸 5.48 - - 43 21 アサヒ 4.05 5.91 -1.86

19 18 スターバックスコーヒー 5.43 6.15 -0.72 44 - マックスバリュ 4.04 - -

20 7 コメダ珈琲店 5.42 6.56 -1.14 45 - サンリオ 4.00 - -

21 27 ダイソー 5.38 5.65 -0.27 46 32 トライアル 3.95 5.56 -1.61

22 19 業務スーパー 5.30 6.05 -0.75 47 - ユニクロ 3.95 - -

23 22 JAL（⽇本航空） 5.30 5.89 -0.59 48 34 マクドナルド（McDonald's） 3.94 5.40 -1.46

24 12 じゃらん 5.27 6.43 -1.16 49 - 肌ラボ 3.90 - -

25 40 伊勢丹 5.17 5.01 0.16 50 45 ⻄友 3.67 4.46 -0.79

CXCスコアランク
ブランド

CXCスコア ランク
ブランド

https://www.interbrandjapan.com/ja/cx/cx_2023_ranking/
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Top�3�ブランドの顧客体験評価詳細�
帝国ホテル：1 位� CX スコア 6.53�(前回⽐：+0.15)�

昨年の 14位から 1位へと⼤きな躍進となりました。「いい気分
にさせてくれる」「私にとって意味がある」の評価が⼤きく向上
しました。�

“落ち着いていて配慮がいいのと、特に⾷事の⾯において損をす
ることはない。⾷事の中でもかなり質のいい⾷事が⽤意されてい
て、⼥性同⼠で来たりするのも⼈気になっている”(20 代⼥性、
現ユーザー)��

“帝国ホテルに両親を招待したときに、スイーツを部屋まで運ん
でくれたし、テーブルセッティングもしてくれた。私のもてなし
たい気持ちによりそってくれた”�(30 代⼥性、現ユーザー)��

“雑誌やテレビの特集でしか⾒たことがないが、あらゆるニーズ
や困りごとに対応する、特にバックヤードでのサービスが徹底し
ている”�(60 代⼥性、未利⽤者)�

など、⾷事の際のもてなしや⽬配り・気配りなど、⼈を通じた
「ホスピタリティ」が⾼く評価されました。�

�

�

サイゼリヤ：2 位� CX スコア 6.42�(前回⽐：+0.03）�

昨年の 13位から 2位へと⼤きな躍進となりました。「私向けの
ものだと思える」の評価が⼤きく向上しました。特に、20代の
回答者割合が相対的に⾼いのも特徴です。�

“料理の量がちょうどよく美味しいから。店内の内装が綺麗で居
⼼地が良いから”�(20 代⼥性、現ユーザー)��

“コストパフォーマンスの良い商品を多くそろえており、⾼いイ
メージのあったイタリア系の料理を、⼤衆的なレストランで提供
することができている”�(30 代男性、過去ユーザー)���

“消費者の事情をくんで値上げをしない”�(40 代⼥性、現ユーザー)�

“低価格なのに味のレベルが⾼く、⾮常にコストパフォーマンス
が⾼い。ランチだけでなくディナータイムもお得に利⽤できるの
で使い勝⼿も良い”�(40 代男性、現ユーザー)�

など、「コストパフォーマンス」の良さに関連するものが多くあ
げられました。また、「値上げしない」という企業の宣⾔に対し、消費者に寄り添った企業姿勢に共感する
意⾒も多数⾒られました。�

�

�
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ファンケル：3 位� CX スコア 6.37�(前年⽐：+1.23)�

昨年の 36位から 3位へと⾶躍的に伸び、スコア上昇ブランドの
中でも２位となっています。「私の⽴場で考えてくれる」をはじ
め全ての指標が⼤きく向上しました。特に、50-60 代の回答者割
合が相対的に⾼いのが特徴です。��

“家族のニキビについて店舗にて相談したら、とても丁寧に親切
にケアの仕⽅等教えてくれて、商品を勧めることもなく、まずは
やり⽅を試してみて、試供品も試したりして、良かったらまた商
品を買いに来てくださいと⾔ってくれて、とても⼼のこもった対
応をしてくれた”�(40 代⼥性、現ユーザー)�

“ファンケルは商品のラインナップも多く、利⽤者のニーズにも
対応していると思う。店舗での肌診断もできるし、スタッフの接
客対応も⾃然体でとても好感が持てる。品質も良くて安⼼感があ
る”�(40 代⼥性、現ユーザー)�

など、店舗でのスタッフの接客対応の顧客体験が多く、評価の理
由としてあげられました。�
�
�
業種別平均 CXスコア�
業種別のCXスコアを分析すると、「旅⾏・交通」がトップになりました。「製薬会社、ドラッグストア、
健康⾷品」「美容・パーソナルケア・家庭⽤品」が⼤幅に順位を上昇させるなど、コロナ終焉後、移動が可
能となり、⽐較的⾝近な顧客体験が⽣じる業界に変化がみられました。�

�

1 (3)

2 (1)
3 (13)
4 (8)

5 (4)
6 (9)

7 (5)
8 (2)
9 (6)

10 (12)
11 (7)

12(10)
13(15)
14(11)

15(14)
16(16)

17(18)
18(17)

業種別の平均CXスコア

5.39

5.34

4.97

4.91

4.67

4.54

4.47

4.27

4.14

3.92

3.55

0.61

0.61

0.43

-2.28

-3.34

-3.53

-3.97

旅⾏・交通（鉄道・航空・船・ホテル・予約サイトなど）

⾷品・飲料メーカー

製薬会社、ドラッグストア、健康⾷品

美容・パーソナルケア・家庭⽤品

飲⾷店・ファストフードレストラン・カフェ・持ち帰り専⾨店

物流（運送、宅配業、郵便など）

情報通信（携帯電話のキャリア、インターネットプロバイダなど）

メディア・情報

⾦融関連（銀⾏・カード・電⼦マネー・投資・保険など）

順位(昨年)

*2022年および2023年は35⼈以上から想起されたブランドの中でのランキングとなります

各業種のトップ
ANA

⽇清⾷品

ファンケル

ファンケル

丸⻲製麺

ディズニー

⽣協∕コープ

無印良品

イオン∕イオンモール

無印良品

ダイソー

パナソニック

コナミスポーツ

トヨタ

ヤマト運輸

Google

Apple

楽天カード

娯楽・ゲーム・エンターテイメント

⽇⽤品販売（スーパー、コンビニ、デリバリーサービスなど）

専⾨店（スポーツ∕ペット⽤品、家具店、ホームセンター、本屋など）

デパート・ショッピングセンター・ネット通販・ネットオークション

服飾雑貨・靴・鞄・アクセサリー・宝飾

ディスカウントストア、100円ショップ、アウトレットモール

テクノロジー（携帯電話、コンピューター、家電など）

スポーツジムやヨガスタジオ、⾃宅でできるトレーニング関連

⾃動⾞・⾃動⼆輪・⾃転⾞（関連するサービスや販売店も含む）

12% 46% 42%
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「アリーナ」の視点からみた顧客体験価値�
インターブランドジャパンが、2023 年 4⽉に発表した「⽣活者の享受価値から競合環境を捉える�“アリー
ナ”調査レポート」に基づいて、顧客体験価値ランクインブランドを考察しました。アリーナとは、⽣活者
がどのような価値を享受できるのか、⽣活者のどんな「やりたいこと・やらなければならないこと」を叶え
るのかという視点から 12の“アリーナ”を定義したものです。その結果、本ランクインブランドは、複数の
“アリーナ”で想起されるものが多いことが明らかになりました。�

(⽣活者の享受価値から競合環境を捉える�“アリーナ”調査レポート https://www.interbrandjapan.com/ja/arenaresearch/index/�)�

�

アリーナ�
調査概要�

調査時期� 2023年 1⽉�
調査対象者� インターネットモニター登録の全国 18歳以上男⼥（性年代⼈⼝⽐割付）�
サンプル数� 2,000ss�
調査⼿法� インターネットリサーチ�

⽣活者への�
聴取内容�

・各アリーナを代表するブランド（純粋想起）�
・各ブランドについて、アリーナの認識�
・各ブランドの総合的な印象�

�

�

�

�

�

�

� �

⽣活者がどのような価値を享受できるのか、⽣活者のどんな「やりたいこと・やらなければならないこと」
を叶えるのかという視点から12のアリーナを定義

鉄道
航空
⾃動⾞

カーシェア・ライドシェア
スマートシティ
ビデオ会議

...

⾼級⾞
ジュエリー・時計
ファッション
アクセサリー
化粧品

フレグランス
⾼級品
アート
...

EXPRESS

THRIVE

DWELL

TASTE
FUND

DO

GO

LEARN

MOVE

PLAY

スポーツ
eスポーツ
ゲーム
映画
テレビ
⾳楽

イベント
...

場所（デスティネーション）
ホスピタリティ
クルージング
体験関連⼩売
ミュージアム

フェスティバル・祭り
...

ヘルスケア
サプリメント
マインドフルネス
健康保険
運動

スキンケア
...

⾷品・飲料
デリバリー
飲⾷

アルコール飲料
ファストフード

農業
...

通信
インフラ
SNS
家電
...

PROVIDE

⼩売
倉庫・宅配
運送
通信販売
...

イメージ図

CONNECT

移動したい、
モノを別の場所に移動させたい

他の⼈やモノと繋がりたい

決済システム
銀⾏
投資
証券
保険
...

お⾦を管理・運⽤したい

よりよく⽣きたい

美味しいものに出会いたい、
栄養をとりたい

⾃分らしさや⾃分の⼤切なものを
他の⼈に⾒せたい

教育
エグゼクティブ向け教育

出版
ポッドキャスト
教養プログラム

...

世界や仕事に関する知⾒を広げたい

リアルに、またデジタルに
新しい場所に⾏ってみたい ストレスから解放されたい、

⾃分らしくいたい

⽣産性向上
クラウドサービス

プロフェッショナルサービス
家電
...

仕事や家事を効率化したい

必要なものを
必要な時に⼿に⼊れたい

よりよい住⽣活を送りたい

電化製品
住宅設備
⽣活⽤品
...

４つのアリーナで想起されるブランド
３つのアリーナで想起されるブランド
2つのアリーナで想起されるブランド

10位9位8位7位6位5位4位3位2位1位

HondaART�MOVINGSakai�MovingNittsuSAGAWAJapan AirlinesANAToyotaYamatoJRMove

GoogleYouTubeSoftbankauNTTNTT�DocomoFacebookInstagramTwitterLINEConnect

auPayPayMoneyForwardNomuraMizuhoSMBCMUFGSBIRakutenJapan�PostFund

TakedaMeijiYazuyaYakultAjinomotoTanitaFANCLDHCRIZAPSuntoryThrive

HouseKAGOMEAeonOisixMeiji/SuntoryMeiji/SuntoryHot�PepperGurunaviTabelogAjinomotoTaste
Hankyu�
HanshinSonyANAHISJALGoogleJRRakutenJalanJTBGo

CanonRakutenLINEGUZozotownFacebookTwitterYouTubeUniqloInstagramExpress

AsicsMizunoadidasSonyDisneyKonamiAmazonNintendoNikeYouTubePlay

AppleTwitterBenesseU-CANRecruitNHKYouTubeYahoo!NikkeiGoogleLearn

SonyHitachiiRobotDysonMicrosoftApple/DuskinApple/DuskinRoombaGooglePanasonicDo
YAMADA-
DENKI

Sumitomo�
ForestryDaiwa�HouseAmazonLIXILSekisui�HouseMujiIkeaPanasonicNitoriDwell

MujiYodobashiIsetan�
Mitsukoshi7-ElevenMercariDaisoYahoo!AeonRakutenAmazonProvide

顧客体験価値ランクインブランドは複数のアリーナで想起されるものが多い

顧客体験価値(CX)ランキング50位内

https://www.interbrandjapan.com/ja/arenaresearch/index/
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CX スコアの算出⽅法�

CXスコアは、「好きなブランド」や「優れた顧客体験を提供するブランド」を直接質問した結果ではあり
ません。⼀般消費者に「顧客の気持ちや求めることをよく理解している」ブランド/企業をまず頭に思い浮
かべていただき、そのブランドについて「顧客が求める体験価値の5要素」を具体的な項⽬に分解した21項
⽬を評価していただきます。同様に、「顧客の気持ちや求めることをあまり理解していない」ブランド/企
業を思い浮かべていただき、そのブランドについても21項⽬を評価していただき、それらの数字からなる合
成変数としてブランドのCXスコア（-10〜�+10）を算出しています。2023年は35⼈以上から想起されたブラ
ンドをランキングの対象としています。また、CXスコアとNPS（他者推奨意向度）には強い関係性が⾒られ
ます。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

<�CXスコアとNPS（他者推奨意向度）との強い相関性>�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

顧客体験価値(CX)スコアの算定⽅法

純粋想起

お客様の気持ちや
求めることを・・・

「体験価値の5要素」
21項⽬ 平均点

よく理解している%

X

あまり理解していない%

X

平均点

Step�1.で想起されたブランドについて「体験価値の5要素」の21項⽬について評価してもらい
それを「よく理解している」「理解していない」の構成⽐で加重平均する

Step 1

Step 2

1ブランド想起

お客様の気持ちや求めることを
あまり理解していない

顧客のことを、よく理解しているブランドと、理解していないブランドを、それぞれ1ブランド
(計2ブランド)を⾃由に挙げてもらう

1ブランド想起

お客様の気持ちや求めることを
よく理解している

0〜+10点 0〜-10点

リストを提⽰するのではなく、
顧客の頭の中にあるブランドを
想起してもらう

CXスコアとNPS (他者推奨意向度)との強い相関性

CXスコア

Ｎ
Ｐ
Ｓ(

他
者
推
奨
意
向
度) R² = 0.7267

-80

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

-6.00 -4.00 -2.00 0.00 2.00 4.00 6.00

*NPS®は、ベイン・アンド・カンパニー、フレッド・ライクヘルド、
サトメトリックス・システムズ (現NICE社) の登録商標です
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調査概要�

n 調査時期：2022年10⽉/�2023年4⽉�
n 調査対象者：インターネットモニター登録の18歳以上の⼀般個⼈（男⼥）�
n 回答数：計�10,317⼈（2022年10⽉�5,324⼈∕2023年4⽉�4,993⼈）※2022年�10,327⼈�
n 調査⼿法：インターネットリサーチ�
�

n 対象者属性：�
性別・年齢・居住地は「国勢調査」による⼈⼝を基礎とした推計⼈⼝にあわせて割付を実施�

�

� �

%⼈数

18%1,80618 - 29

18%1,84030 - 39

23%2,33440 - 49

20%2,01550 - 59

23%2,32260+

100%10,317総計

【性別】

%⼈数

51%5,284男性

49%5,033⼥性

100%10,317総計

【年齢】 【居住地】

%⼈数

10%1,074北海道/東北

34%3,547関東

17%1,787中部

18%1,858近畿

9%905中国/四国

11%1,146九州/沖縄

100%10,317総計
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インターブランドについて�
インターブランドは、1974 年ロンドンでの設⽴以来約 50 年にわたり、常に世界をリードするブランディン
グ専⾨会社として、戦略、クリエイティブ、テクノロジーの組み合わせにより、クライアントのブランドと
ビジネス双⽅の成⻑を促進する⽀援を⾏っています。�

社会環境の不確実性が増す⼀⽅で、選択肢はかつてないほど豊富となりイノベーションのスピードが加速を
続ける時代の中で、顧客の期待はビジネスよりも速く動き、価値観も変化し多様化しています。変化を続け
る⼈々のインサイトの奥に潜む真理を探求し、その想いや期待するところをいち早く捉え、期待を超える体
験を提供することを決断し、実践すること。インターブランドではこうした決断と実践のアクション
（Iconic�Moves™）が必要だと考えています。�

インターブランドでは ISO（国際標準化機構）により世界で最初にブランドの⾦銭的価値測定における世界
標準として認められた「Brand�Valuation™（ブランド価値評価）」をはじめとする先端的な分析⼿法を⽤い
る戦略チームと、数多くの受賞歴と⾼い創造性を持つクリエイティブチーム、そしてブランドを社会に実装
するエクスペリエンスアクティベーションチームが⼀つのチームとなり、クライアントの成⻑のパートナー
（Growth�Partner）として、ありたい姿から事業を捉え直し（Envision）、需要を創造し（Innovation）、
ステークホルダーの⾏動変容を起こす（Transformation）ことを軸にプロジェクトを⽀援します。�

�

インターブランドジャパンについて�

インターブランドジャパンは、ロンドン、ニューヨークに次ぐ、インターブランド第 3 の拠点として、�
1983 年に東京で設⽴されました。⽇系企業、外資系企業、政府・官公庁など様々な組織・団体に対し、顧
客との共創ワークショップなどを通じて経営に顧客視点を組み込む⽀援などを含め、グローバルの先進的な
アプローチや知⾒を取り⼊れた、従来のブランドの枠を超えたブランディングサービスを提供しています。
インターブランドジャパンについての詳しい情報はhttps://www.interbrandjapan.comをご覧ください。�

�

お問い合わせ��
株式会社インターブランドジャパン�� 担当：中村正道、⼭室元史、岡本カヨ、齋藤⿇菜美�
Tel:�03-5448-1200� Fax:�03-5448-1052� e-mail:�ibj-pr@interbrand.com��
LinkedIn�(https://www.linkedin.com/company/interbrand-japan/)�
Twitter�(https://twitter.com/InterbrandJapan)�
Facebook�(https://www.facebook.com/interbrandtokyo/)�
Instagram�(https://www.instagram.com/interbrand_japan/)��

https://www.interbrandjapan.com
https://www.linkedin.com/company/interbrand-japan/
https://twitter.com/InterbrandJapan
https://www.facebook.com/interbrandtokyo/
https://www.instagram.com/interbrand_japan/



